インリアル・コミュニケーションで自閉症児の合目的的行動を誘発した学生の学び(その1)：学生実習目標・実習感想記録分析 by 大園 孝子 et al.
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I.は じめに
看護学生の多くは子どもとのふれあいの体験
が少ない。又, 自開症の子どもたちは,人 とい
う存在への不安が大きく,心の支えとしての人
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インリアル・コミュニケーションで自閉症児の
合 目的的行動を誘発 した学生の学び (そ の 1)
―学生実習目標 。実習感想記録分析一
大園 孝子 1),金子 道子 2),徳永 龍子 1)
要    旨
目的 本研究は,小児看護学実習で, 自閉症児の合目的行動を可能にした看護学生によ
るインリアル・コミュニケーション効果の実態を明らかにする。さらに,教授し
たインリアル・コミュニケーションの原則と方法の効果的応用を考察する。
方法 重症心身障害児通園施設での 2日 間実習で, 自開症児を受け持った看護 3年次
学生の実習体験記録の意味的・説明的要約分析を行った。
結果と考察
1.学生独自に立てた,実習目標・行動計画は 3つ の特徴が分析された。
1)園の療育専門職者モデルから, 自閉症児への特異的関わりを臨地で直接学
ぼうとしている学生の行動計画
2)児にかかわる大人の基本姿勢 SOUL,イ ンリアル・コミュニケーションを
応用させた実習目標
3)看護専門職者の立場から, 自閉症児特性,療育されるニー ドを見極めよう
とする実習目標・行動計画
2.実習感想文の分析および文脈構築の結果,2日 間の児と学生の関係性が考察
された。
1)1日 目 :笑顔の交換とインリアル・コミュニケーションで児の内面を知る
関係
2)2日 目 :イ ンリアルで児の内面を知ると,それが児への愛情と支えたい気
持ちに変化し,愛情に支えられた相互依存関係に及んだ。また児への愛情
と支えたい気持ちは母親 らの障害受容の強さを知ることになり,家族のよ
り強い相互依存関係がわかり,快を支えステップアップする実習生の役割
を続行したいと思う関係に達した。
キーワー ド :イ ンリアル・コミュニケーション,自 閉症児,合 目的行動 ,
看護学生
間関係を結ぶことに難しさをもっている。小児
看護学では, この両者が 2日 間という短期間
の実習で,相互関係を形成する過程を経て,そ
の支援までの教育効果を目標としている。その
模索でインリアル・コミュニケーション技法に
出会い,H16年 か ら小児看護学の講義と実習
インリアル・コミュニケ~ン ヨンで自開症児の
合目的的行動を誘発した学生の学び (そ の 1)
に取入れた。
インリアル教育観,(1)子 どもを尊重したア
プローチに保育方法に関する原理と (2)大 人主
導型から子ども主導型であることである。この
教育観は, また,子どもの権利条約を遵守し,
対人関係に不安をもつ障害児には,マ ズローの
基本的欲求の安全 。安心の保障を実感できる関
わりが必要と考えたからである。
此度,A学生はインリアル・コミュニケーショ
ンで自開症児との遊び等を通して児との強い絆
を結び,児の合目的行動を巧みに誘導し,自 開
症を感じさせない児の反応を実習記録にした。
そこで,(そ の 1)で は,学生実習目標・実習
感想の分析,(そ の 2)では 2日 間の学生の実
習記録の分析から学生の学びを明確にすべく,
この研究に取り組んだ。
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刺激を受けて成長・発達する。②自発性の原
理, 子どもから生じる意欲を大切にする。
O遊びの原理.「遊び」という活動の目的は,
過程そのものである。④くり返しの原理,子
どもは同一の遊びをあきるまで繰り返す。異
なるものを与えるのではなく,す こしずつ変
化,向上したものを周囲に準備する。
2)イ ンリアルを理解するための原則 と方法
は,(1)コ ミュニケーン ヨンの原則,(2)大
人の基本姿勢の第 ^段 階は,SOULを 守る。
Silence(静かに見守ること),Obscrvation
(よ く観察すること),Understanding(深
く理解すること),Listening(耳 を傾けるこ
と)で誠実に応 じる。(3)大人の基本姿勢の
第二段階は, 子どもの問題改善を目的にした
意味あるかかわ りで発達を援助する。(4)大
人のことばかけは,言語心理学的技法を活用
している。
ミラリング :子 どもの行動をそのまま真似す
る
モニタリング :音声や言葉をそのまま真似す
る
パラレル・ トーク :子 どもの行動や気持ちを
言語化する
セルフ・ トーク :自 分の気持ちや行動を言葉
にする
lリ フレクティング :子 どもの云い誤 りを正し
く言い直して聞かせる
エキスパツンヨン :子 どもの言葉の意味的,
文法的に広げて返す
モデリング :子 どもに新しい言葉のモデルを
示す
2.イ ンリアルの教育での活用法
本学学生は 1年 次にコミュニケ~ン ヨン技
法を,2年次後期にグループダイナミックスの
合宿授業 (二泊三日)を既習している。そして
小児看護学でインリアル・コミュニケーション
Ⅱ.イ ンリアル・コミュニケーションの概念枠
組み
1.イ ンリアル・コミュニケーションの概念と
方法
インリアル (イ ンリアル・コミュニケーショ
ン)の 歴史は 1974年 アメリカで ワイズ,R
博士 とヒューブレイン,E女史によって言語
発達遅滞幼児に対する言語指導の一つとして
開発 された。1980年 代 に,イ ンリアルはコ
ミュニケーションに基礎をおく学習促進法とし
て,広義のコミュニケーションや学習の問題
を扱い, 1984年 ,「INREAL:Inter Reactive
Learning Communication(相 互 に反応 し
あうことで,学習 とコミュニケーションを促
進す る )」 とした。現在は 「INREAL:Inter
Reactive Learning」 の名称に改めている。
1)イ ンリアルの教育観は,(1)子 どもを尊重
したアプローチに保育方法に関する原理 と
(2)大人主導型か ら子ども主導型である。①
子 どもは環境との相互作用において経験し,
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の紹介を行い 学生が子どもに関わる際に必要
な大人としての基本姿勢と子どもとの関係作 り
の強化を意図した教育をしている。
インリアル・コミュニケーションは行動レベ
ルの表現で,技法の優先を危惧する声もある。
しかし,実際にインリアル・コミュニケーショ
ンの基本理念や保育方法に関する原理を理解し
た上で用いてみると,重症心身障害児通園施設 ,
保育園実習で子どもを知らない学生達が子ども
の笑顔に出会い,子 どもをかわいいと感じ,相
互作用が生まれる実態がある。
相互作用がうまれると,学生は児の行動の意
味を考え,施設・保育園の指導員のアドバイス
を得て,根拠をもってインリアル・コミュニケー
ションを用いることができるようになる。さら
に,その後の小児病棟の実習でインリアル・コ
ミュニケーションを活用し,機嫌の悪い児でも
学生に関心を示し,関係作 りを容易にしている。
Ⅲ.本大学における小児看護学の位置づけと授
業展開
1.小児看護学関係の授業時間
本大学ではライフサイクルに重きをおいた統
合カリキュラムを再編し,小児看護学関係の授
業時間は,次のように変更 した。授業は 1年
次の発達援助論 10時間, こども援助論 (小 児
疾患含む)は 2年後期 30時間と 3年前期 30
時間合計 60時間である。その他,3年前期に
家族看護論の中で乳児期の子育て支援と小児虐
待が 6時間ある。
2.学生の学習目標および子どもの対象理解と
関係形成のための授業展開
1)学生の学習目標は,以下の 6項 目として
いる。
(1)知識 と技法の理解。(2)対象理解。(3)小
児との関係性の構築。(4)小児と学生との言
語化・合目的行動をする。(5)学生自身が主
鹿児島純心女子大学看護栄養学部紀要 Vo113,2009
体的に知識 と体験の統合を図る実習への活
用。(6)イ ンリアル・コミュニケーション技
法を使って実習記録の整理と評価ができる。
2)小児に関する知識と関係形成技法の理解の
ための授業展開
学生は,次の順番で小児に関する知識とイ
ンリアル・コミュニケーション技法を学ぶ。
① 「胎児期からの母子相互作用」②脳科学の
視点から「脳のミステリー」 (ミ ラーニュー
ロンと共感)③ 「さくらんぼ坊や 1」 のビデ
オ学習で,子 どもの発達のイメージ化,④児
の内面世界の各発達段階別特徴を絵と文字で
表現することを課す演習,⑤各学生のイメー
ジを全員で共有,⑥最後に,「インリアル・
コミュニケーション」により児との関係づく
りの基本を知る学習
3.対象理解,子どもとの関係形成の実習
小児看護学に関連する実習は,1年次の保育
園実習 1日 間,3年後期に保育園実習 3日 間,
重症心身障害児通園施設 2日 間,小児病棟実
習 6日 間 (実習前後学内実習 3～ 4日 間を含
む),そ の他,保健センター等で約 1週間地域
看護実習である。実習を通して,前記実習目標
(1)～ (6)を 達成する。
Ⅳ.先行研究
1)内田等の 「精神遅滞児のコミュニケーショ
ンに関する研究 」
1)は
,精神遅滞児にインリ
アル・アプローチを 3年間にわた り試みた
結果,子 ども主導によるコミュニケーション
を成立させ,動作概念や理解言語を獲得した
ことを実証したものである。
2)筆者 らは本論文 と同じデータを用い, 自
閉症児への看護介入について先行研究を行
い,次 に示す学生による 13介入実態を導き
出し,(1)実習前の目標と行動計画の作成,(2)
児の見守 り,発達観察と次なる行動の発想 ,
インリアル・コミュニケーションで自閉症児の
合目的的行動を誘発した学生の学び (その 1)
(3)第一段階,児の世界に入る,(4)児に適度
な距離感を与える,(5)児の気持ち 。行動の
言語化のくり返 し,(6)自 発性・快のリズム
音の活用,(7)第二段階,内面世界に入る,(8)
児の意思表示を代弁,(9)学生のセルフ・トー
クによる誘引行動,(10)行動モデルの提示 ,
(11)児 の行動や気持ちの代弁行為,(12)目 的
と言葉と行為の一致による児の気持ちと行動
の目的化,(13)児 の自発性の助長ができた
学生側の介入要因は,①児の発達レベルの判
断,②児の気持ちの理解,③意図的な快の刺
激,④安心,安全の保障,⑤感情,欲求の受
容であった 。
2)
分析結果か ら,「学生の児に対する 13の 目
的的行動誘発行為と児の世界」の図にまとめ
た。
V.研究目的
1.小児看護学実習で, 自閉症児の合目的行動
を可能にした看護学生によるインリアル・コ
ミュニケーションの実態を明らかにする。
2.看護学生の効果的なインリアル・コミュニ
ケーションの用い方に,教授したインリアル・
コミュニケーションの原則と方法がどのように
応用されていたかを明らかにする。
Ⅵ.研究方法
1.研究データ
B大学看護学科小児看護学 3年次後期重症心
身障害児通院施設 2日 間実習時のA学生実習
記録
実習記録
① A学生実習目標・行動計画の記録
②実習 1日 目。2日 目実習実践記録
③ 2日 間実習の感想記録
2.データ分析方法
1)A学生実習目標 。行動計画記録
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(1)同 記録全文を意味ある文章毎に文節に区
切る
(2)文節に区切 られた実習目標・行動計画記
述内容の意味を要約するために意味的要約分
析する
2)実習 1日 目・2日 目実習実践記録
(1)実習実践記録を実習場面ごとに分ける
(2)各実習場面について実習場面の概要説明
する
(3)各実習場面をインリアル・コミュニケー
ションの実態あるいは効果の観点から分析す
る
3)2日 間実習感想記録
(1)感想記述内容を意味ある文節に区切る
(2)意味ある文節に区切 られた各文節の文意
から学生の学びを抽出し,その学びを要約す
る
(3)学びの要約をさらに要約して記述テーマ
とする
3.データ分析の科学性・客観性の確保
1)イ ンリアル・コミュニケーションの基礎的
理論の修得と小児看護学教育への応用につい
て実践と修練を蓄積してきた大園が,主 とし
てインリアル・コミュニケーションに関する
分析を行った
2)大園の分析結果に関して,イ ンリアル・コ
ミュニケーションの基礎理論と実践応用に初
心者であるか,看護学 。看護教育学特に実習
指導について修練と研究を重ねた金子が,大
園の分析結果が実態と理論を結合したもので
あるかどうかを熟慮・検討し,修正を加えた。
Ⅶ.研究対象
1.A看 護学生 B大学看護学科 3年次生
2.A看 護学生受け持ち児紹介
1)4歳男児,重度の自開症, 2)児は言葉で
伝えることや共同注意ができない。
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3)園 における児の行動・課題 (園 の説明 )
①「強く噛むことがあるので,痛いというこ
とを伝えて下さい。」「児が噛むのはじゃれ合
うとかの前に,触覚の感覚を楽しんでいる。
固有感覚がすごく鈍いので噛むのもカー杯で
ある。」
②「障害児は感覚入力に課題がある。児は行
動を感覚的なものから,合 目的なものに変化
させる取り組みを行う。」
Ⅷ.倫理的配慮
A学生には,実習記録で実習成績を評価 し
単位認定を行った。その後,実習記録を小児看
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護教育向上のための研究に活用したいこと,研
究以外には用いないことを口頭で伝え,快諾を
得られた。学生が担当した児については,個人
が特定されない記録内容であった。施設には実
習記録を研究に用いることを申し出て了解を得
た。
Ⅸ.結果・考察
1.学生個人の定めた実習目標・行動計画とそ
の意味
大学が定めた心身障害児通園施設実習目的 。
目標 (Ⅲ -2-1参 照 )を 受けて,学生は自身
による 8項の行動目標を定めた。そこで,8項
の学生の行動目標の意味を簡潔に要約分析した
表 1「 A学生の実習目標・行動計画」の記録とその意味
No 学生の行動目標 学生の行動日標の意味 (意味的要約分析 )
ミラリ′グ ,モ ニタリングなどで児の反層を観察 し ,児
か らの表情・行動・言葉を受容・共感することを大切
にする。そのために ,自 分の気持ちや行動を言葉にし
(セ ルフ・ トーク ).児 の気持ちを代弁 して (′ ラヽレル・
トーク)関わる。
対象理解のための関係づくり :イ ン |サ アルで用いられる 高語心
理学的技法による関係づく t〕 .SOビ Lを守る。
先生の児への関わ り方や接 し方 ,遊びの内容等を観察
し,児の反応をみて児への関わ り方のヒン トにする。
実習に必要な知識と技法の理解 1児 を療育する先生のモデル的接
し方と児の反応をみて .自 分の関わ t,方 のヒン |ヽ とする学ぶ学■
としてtD基 本的態度。
先生の指導方法をみて学び ,児 と関わる中で分か らな
いことは相談し ,児 と楽しくすごせるようにする。
学生は主体的に既修知識を実習体験に統合できる
児に適切な療台方法を学び .児 と楽 しい時間を共有するために先
生の療台方法を学び .分からな tヽ ところは相談する学ぶ学生とし
ての基本的態度。
児が主体的に動ける為に児のペースに合わせて .児 の
反応を大切に ,待ち時間を取 り 間を与え 、児に耳と心
を傾ける関わ りができるよう |こ する。
児との関係性の1薄築 :コ ミュニケ~ン ヨンの原則
大人の基本姿勢として SOULの祝点を守り.児 がキ体的に動ける
ようにすることを目的にしている。
家族との連携や||1談 等 ,家族との関わりについて理解
する。
実習 |こ 必要な知識と技法の理解 :学生は療育中:門 職者と児にとっ
て重要他者であ「),サ ポー トンステムでもある家族と先生の連携
のと・〕方を 、先生方の療育を見習って理解する。連携を学ぶ学生
としての基本的態度。
障害があることで |ボ1難な動作を観察 し、先生を見てで
きる事は手伝う。
学牛は 1:体 的 |こ 既修矢|1識 と実習体験統合できる
療育専門の先生が行う ,障害児の困難な動作への関わ りを ,看護
の専門の市場から観察 し.手伝う。
B施設の一日の流れと児の一 日の過ごし方を観察する。 対象理解 :生活主体がそこにある児の 1日 のすごし方 ,流ね .|」
ズムを療台されるニード見極めのために観察する。
児の世界に入り,学 4~の 存在 |こ 気づいてもらって .児 に
合った課題に向けたアプローチができるよう|こ 関わる。
学生は児と言語的・合目的行動をする :
児が学生の存在に気づきつつ ,児の世界で ,目 的をもった行動が
できるための方法を学ぶ。
インリアル・コミュニケーンヨンで自開症児の
合日的的行動を誘発した学生の学び (そ の 1)
(意味的要約分析)。 その結果を表 1右枠の「学
生の行動目標の意味 (意味的要約分析)に記し
た。
さらに,意味的要約分析内容を表題にして表
現した (右枠一下線部分)
表 1における学生の定めた行動目標 No.1～
No.8の 意味的要約分析結果を大学の定めた 6
項の学習目標を対照させた。
以上の結果から,大学の定めた実習目標は確
実に学生の行動目標に具体化されていることが
証明された。但し,第 6項のインリアル・コミュ
ニケーション技法は,大学では実習評価に活用
することを課しているが,学生の記述はなかっ
た。意識して指導する必要がある。
2.学生の実習目標・行動計画にみる,行動目
標の意味的要約分析結果と考察
1)学生実習目標の特徴
8意味的要約分析結果の類似した内容をまと
めると次のイ.口 .ハ .の特徴が明確になった。
イ.園の先生モデルから自閉症児への特異的関
わり方を学ぼうとしている実習目標・行動計
画 m2,に 3,No.5,m6
口.児 にかかわる大人の基本姿勢 SOUL,イ
ンリアル・コミュニケーション (言語心理学
的技法)を応用させた実習目標・行動目標
No.1, No.4
ハ.看護専門職者の立場から, 自開症児特性 ,
療育されるニー ドを見極めようとする実習目
(57)
標・行動計画 阻 7,m8
2)学生実習目標の特徴に関する考察
(1)療育専門職者から臨地で直接学ぼうとす
る学生の行動計画
上のイ。口.ハ.の 結果において A学生
個人の具体的実習目標・行動計画 8項 目中 4
項 目はイにみるように園の先生モデルから,
自閉児への特異的関わりを学ぼうとしている
ことがわかった。園の療育専門職場から,臨
地でしか学ぶ ことのできない学び方を学生
は,実習目標・行動計画に反映できていると
いえる。
(2)イ ンリアル・コミュニケーションを実習
行動計画に反映させた学生の応用能力
上記口でみるように,学生の実習目標・行
動計画 2項 目は既修のインリアル・コミュ
ニケーションの諸原理,諸技法を,実習で応
用すべくそれを実習目標 。行動計画に具体的
に反映させている。さらにその行動計画は実
習の行動に反映させた A学生は実習初日に,
児への関わ りへの留意点 として次の 6項 目
を挙げた。
①児ときちんと向き合って接する
②非言語的 (表情や声の調子,ジェスチャー
など)関わりを大切にする
③児に主導権を持たせた児の世界を大切にす
る
④ミラリング,モニタリング,パラレル・トー
〈大学の定めた学習目標 〉 〈該当する学生行動 目標 No〉
1,実習に必要な知識と技法の理解 No2,No5
2.対象理解 1ヽTo l,No7
3,子 どもとの関係構築 Nol,No4
4,学生は子どもと言語的 。合目的行動する No8
5学生|ま 主体的に既修知識を実習体験に統合できる No3,No6
6.イ ンリアル・コミ」ニケ~ン ヨン技法を r」'Dて .実習評価できる 特になし
(58)
ク,セルフ・ トークを中心に児に寄 り添う
⑤児のペースに合わせて反応をよく観察する
⑥児の行動の意味を考える
以上 6点はインリアル・コミュニケーショ
ンの原則で既修の学習が活かされたことを証
するものである。
(3)自 開症児特性を看護専門職者の立場で見
極めようとする学生
上記ハで見るように,学生は,療育専門職
者の自開症児へのかかわりを通して学びつつ
も,看護専門職者としての立場をしっかりと
持っている。それが,ヽ 7,L8の 2項 目の
記述からわかった。
自閉症児の障害児特性や療育されるエー ド
の見極めは,両者とも看護対象論の範疇で看
護専門職の責務の範囲である。看護の寄って
立つ立場を学生は実習目標・行動計画に言語
化して表現できる能力を持ち得ていたといえ
る。
(4)学生行動目標に反映されたインリアル・
コミュニケーション技法
以上 (1)～ (3)の 検討か らみて,学生はイ
ンリアル・コミュニケーションの技法を学生
行動目標・行動計画に反映することができた
と結論づけられる。
学生は自身の行動目標に意図的にインリア
ル・コミュニケーション技法の活用を考えて
いたので,その後の実習実践でも,その活用
がうまくできることにつながったとも考えら
れる。
3.A学 生の実習記録・「感想」記録にみられ
る学生の学びと考察
1)感想文分析結果
学生は実習 1日 日,2日 目の感想文を書い
た。学生の感想文を記述内容毎で文節に区切っ
た。文節の分析から見えてきた学生の学びを要
約し,それを表の右枠に記した。
鹿児島純心女子大学看護栄養学部紀要 Vd■ 3,2009
さらに,学びの要約から,学生の感想記述内
容にみる記述テーマを分析者が付した。それを
表の左枠に記した。それらを一覧させたのが ,
表 2「学生の感想と感想から分析された学生の
学び」である。
2)記述テーマに関する考察
(1)記述テーマにみる児と学生の関係性
学生感想文は 1・ 2日 目を通して 11文節 ,
11記述テーマが抽出された。11項記述テー
マは次の通りである。 (1～ 6, 1日 目,7～
11,2日 目)
1.学生の障害児観
2.感覚的なものを合目的なものに変化させ
る児の課題
3.児の快の笑顔に児と学生の笑顔の交換
4.児 の視点に立つインリアル・コミュニケー
ション
5.学生の児が可愛い,関わりが楽しいとい
う小児観
6.児の内面世界と児の行動との関連
7.イ ンリアル・コミュニケーションの効
果を信じ行動し,児の内面を感じ取る経験
をした学生
8.可愛さで児を支えたい
9.児 を支える母親・家族の障害受容の強さ
に感動
10.児の気持ちを理解し,快を与えるとステ
ップアップするという小児観
11.考えた実習,楽 しかった実習
11記述テーマを順序性をふまえて学生と児
とが, どのような関係性をどう深めたかについ
て,脈絡をつけ検討すると,次のような文脈が
構築できた。
インリアル・コミュニケーションで自開症児の
合目的的行動を誘発した学生の学び (そ の 1)
(59)
表 2「学生の感想と感想から分析された学生の学び」
記述内容か
らみえた記
述テーマ
感想記述内容 感想の分析から見えてきた学生の学びの要約
〈1日 目〉
1.学生の
障害児観
1 児に言葉 ,行動 ,思いの表現等の発達遅延はあっても 、子ど
もは本当に元気で ,楽 しいことや嬉 しいことはずっと続けた
り笑った りする。
1)午前中はミラリングやモニタリングをして t,,なかなか児
との距離も縮まった感じがなかった。
ii)ど うにか して自分の存在に気づいてもらえるように児の世
界に入れるように正面か ら向き合いモニタリングやミラリン
グ等をくり返 した。
■)午後から同じ動作をし,1楽 しいね」「何だろうね ?_「 ブー ,
ブー ,グルグル」
~○
○したいの り|な ど試行錯誤して関わ り ,
少しずつ寄 り添えたように感じた。
1、 )児 の 1日 界を感 じみるというのは .児への非言語的な関わ り
を大切にして ,関 わろうとする姿勢が大切。
1,障害児であっても児は元気で楽しいこと,嬉 し
いことは ,続け .笑 ったりする。
i)ミ ラリング・モニタリングのインリアル・ア
フローチを用いても ,初対面の障害児 との心理
的距離を感 じている学生
■)児 の世界に入るため 、ミラリング・モニタリ
ングを繰 り返 し.正面か ら向き合った学生
■)学生の行動の模索と児の変化
必ず 言葉を添えて児と同じ動作を試行錯誤で試
みた結果で得 られた寄 り添えた学生の感覚
iv)児 の世界を感 じるには ,児への非言語的な関
わ りが大切と感 じた学生
2.感覚的
なものを合
日的なもの
に変化させ
る児の課題
2,実習前 .指導員の先生より児が噛む理由と噛む強さの説明を
受ける。
i)「感覚的なものを合日的なものに変化させていくことが ,児
の現在の課題と思った。_
1)1)の課題に ,例 えば ,日 常生活で靴箱に入れる時の声かけ
は何のためにしているか ,セ ルフ・ トーク等をくり返 してい
くことが大切。
2.児 の行動の理由の理解と繰 り返しの大切さ
感覚 [1¬ なものを合日的なものに変化させること
の児の課題への気づき例えば .日 常の靴箱に入
れる時の声掛けなど
13,児 と学
生の笑顔の
交換
3,「児に笑顔がみられると私もとでも嬌 しいので .笑顔になる
の|ま 快を感 じているか らと思うので快を与えられるように見
つけて t・ きたい。」
3.児 の笑顔から嬉しさをもらっているので ,児に
笑顔が出る快が与えられるものを見つけたいと
いう相互関係の高まり
4,児 の視
点に立つイ
ンリアル
4,~ミ ラリングやモニタリングというのは児の視点に立つのに
も大切_
4,イ ンリアル・コミュニケーンヨ′が児の視点
に立つのに気づいた学生
5 ,児 はか
わいくて関
わることは
楽 しい
5,「保育園か らつくし園 ,1日 日であるが ,や は り児は可愛 く
て悩むけど,関わることがすごく楽しい。」
5.学生の児への気持ち
どこにあっても児はかわいくて関わることは楽
しtヽ
6,児 の内
面世界と児
の行動 との
関連
6,泣き出す .騒 ぎ出す .噛む ,動き回る等の行動は児の内面に
どのようなことがあって ,そ の行動として表れるのか考えて
行けたらと思う。
6.背後にある児の内面について考えたい
(2日 周〉
7,イ ンリ
アル・コミュ
ニケ~ン コ
ンの効果を
信 じて行動
し ,児 の内
面を感 じ取
る経:験 をし
た学生
7,i)今 日 ,イ ンリアル・コミュニケ~ン ヨンをずっとくり返
しなが ら児の世界に人ろうと側にいると .手 をひいて行った
り .そ れを支えに次の行動に繋げようとしたので偏 しくなっ
た。
1)児 の行動にバラレル・トークを上手く何度か使って接すると ,
手を出して学生の手を取って取 りに行 こうとした。表現がで
きない児の内面を考えていく時 ,イ ンリアル・コミュニケー
ンヨンを何度もくり返 し、ミラリング .モ ニタリング ,バ ラレ
ル・ トーク .セ ルフ・ トークをミックスして使 うことで .少
しずつ児の変化や訴えを感じとれるかなと思つた。
7,1)イ ンリアル・コミュニケ~ン ヨンの繰 り
返 しで児の方か ら行動が取れるようになったう
ねしさ
il)言 語表現できない児の内面をバラレル・ トー
クなどイシリアル・コミュニケ~ン ヨンの技法
の繰 り返しで ,児 の変化・訴えが感 じ取れる
8.可 愛 さ
で児を支え
たい
8,忍耐・体力も一杯使う児であるが ,子 どもの口∫愛 らしさも一
杯で .も っともっと関わって児の支えにな りたい。
8,児の可愛らしさに ,忍耐・体力を使っても支え
たい
9,児 を支
え る母 親・
家族の障害
受容の強さ
に感動
り、短い母親との話 しか ら、母親・家族の協力・受容があるから
児らしく4,き られると思う。母親たちの障害受容家庭にお |す
る強さを感じ ,共 に支えの力が必要と思った
f)母親・家族の児の障害受容の強さと協力が ,児
らしく生きられる支え。その親を支える力が必
要
10.気 持 ち
をわか り快
を与えると
ス テ ッ プ
ア ププする
という小児
観
10,子 ども|ま 障害があっても気持ちをわかって快を与えてもら
うと ,心強 く感 じ .そ れを支えにステ ソフアッフする存在で
ある
10,学生の小児観
気持ちをわかり .快 を与えると .そ れを支えに
ステソフアンプする存在
11,考え ,楽
し く ,も っ
としたい実
習
11.と ても考えた 2日 間だったが ,も っともっと開わっていたい
と思った 2日 間で .楽 しかった
11,考えた楽 しい ,そ してもっと関わっていたい
実習
(60)
(1日 目 文脈)
「障害児の元気で楽しげな行動に初めて
出会い,感覚的を合目的行動に変化させる
児の課題を理解した学生は,児 との笑顔の
交換でインリアル・コミュニケーションを
交わし,コ ミュニケーションが児の視点に
立てることを実感した。児は可愛くてかか
わることは楽しかった。児のどのような表
現行動も (言葉をもたない)児の内面世界
の表れと理解できた。」
(2日 目 文脈)
「学生はインリアル・コミュニケーショ
ンの効果を信じ行動し児の内面を感じ,そ
れらが児への可愛さを支えたい気持ちにつ
ながった。この気持は母親らの障害受容の
強さの理解に発展し,障害児でも気持ちを,
解 り快を与えるとステップアップする確信
を得た。それがわかると,考え,楽 しい実
習をもっとしたい実習につながった。」
1日 目・2日 目の文脈を,学生と児との関係
性及びその深まりの観点からみると次のように
なった。
(1日 目 関係性)
「笑顔の交換とインリアル・コミュニケー
ションで自開症児の内面世界を知る関係 |
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(2日 目 関係性 )
「インリアル・コミュニケーションで児
の内面を知ると,それが児への表情と支え
たい気持ちに変化し,愛情に支えられた本H
互依存関係に及んだ。また,児への愛情と
支えたい気持ちは母親らの障害受容の強さ
を知ることになり,家族のもっと強い相互
依存関係がわかった。自開症児の気持ちを
わかり,快を与えるとステップアップする
という養育者としての役割遂行関係まで考
えるに至った。さらに実習でその役割を続
行したいと思う関係に達した。」
1日 目の関係性は,イ ンリアル・コミュニケー
ションを用いて知ることが難しい自閉症児の内
面世界を知る関係の形成であったといえる。そ
れがあったので,2日 目は児への愛情と支えた
い気持ちに変化し,愛情に支えられた相互依存
関係に進展できた。同時に学生の自分が児の内
面世界を知ったからこそ,母親らの障害受容の
強さがわかり,さ らに進展して,母親らの児と
の相互依存関係の強さ深さが理解できたものと
考えられる。
1日 目・2日 目の自閉症児との関係性の形成
と関係性の深まりをみると,先ず,イ ンリアル・
コミュニケーションが,関係形成の端緒となっ
インリアル・コミュニケーションで自開症児の
合目的的行動を誘発した学生の学び (そ の 1)
ていることが解った。そして,コ ミュニケーショ
ンで言葉表現のできない自閉症児の内面世界が
解 り,愛情と支えたい気持ちが生じ児との相互
依存関係形成に至ったことが解った。
学生と児との相互依存関係は理解と看護に基
づくものであった。そして,その相互関係は養
育するニー ドと養育されるニー ドで結ばれた相
互依存関係だった。
最後は自開症児の気持ちをわかり,快を与える
とステップアップするという養育者としての役
割機能を認識自覚するに至った相互依存関係で
あったのである。
学生は児への愛情と支えたい気持ちを自覚し
た時,児の母親らの障害受容の強さに結ばれた
より絆の強い相互依存関係を知った。
児にとって母親らはサポー トシステムの中で最
も身近で愛情深い重要他者である。
障害児に初めて出会い,障害児の母親になった
こともない学生が 2日 間の児 との相互作用の
中で自分とは異なる児の重要他者である母親と
の相互依存関係での受容的態度に気づけたの
は,端緒となった学生のインリアル・コミュニ
ケーション能力の成果であるといえる。
(2)記述テーマにみる学生の学び
11記述テーマは,学生の学びを表している。
何に関する学びであるかを考える対象理解と関
係形成に関する学びに 2大別できる。
対象理解記述テーマ ;1,2,5,6,10,11
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関係形成記述テーマ ;3,45,7,8,9,11
大学では対象理解や関係形成の原則や知識・
方法は実習の事前に講義で教えている。 (Ⅲ .
本大学における小児看護学の位置づけと授業展
開参照)しかし,看護学は実践科学故,重要な
教育の場は看護サービスを必要とする人の生活
の場,病院や施設や在宅において,そ こでの看
護実践教育すなわち,実習教育が最も価値をも
つ。
A学生は自閉症児やその家族の対象理解,イ
ンリアル・コミュニケーション技法など,事前
に教育を受けて実習に臨んだとしても, 自分の
目の前にいる 4歳の重症 自閉症児の障害や気
持ちや行動がわかり,遊びを通じてその児と人
間関係を形成することは初めてであり,再現で
きない一回性の経験である。そ して,A学 生
とこの児との関係形成は世界で 1つ しかない
独特のものである。故に実習では講義以上の経
験という学修をしなければならないし,ま たそ
れができる。感想文でみると,実習での学生の
学びは対象理解と関係形成に集約された。
A学生の対象理解 。関係形成の学びは初め
てで再現できない一回性で,世界で一つしか存
在しない人間関係形成の経験から学んだもので
あった。
感想の最後に,A学 生はもっと実習 したい
意欲にかられた。それは実習でしか学び得ない
ものを確実に把握した故といえる。
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The Learning Experience of the Students who Had Autistic Children Act
Purposefully by Applying INREAL Communication (Part 1)
- The Analysis of the Students'Aim of Practice and
Their Comments on Actual Performance -
Takako Ozonol) , Michiko Kaneko2) , Ryuuko Tokunagal)
1) Kagoshima Immaculate Heart University
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Abstract
Aim:
This research is to show the actual effect of INREAL communication through the nursing
students' performance which enabled autistic children to act purpose fu1ly. Consideration
is also given to effective ways of applying the principle and method of INREAL
communication in which the students were trained.
Method :
The record of practice of two third-year nursing students who took care of autistic children
at a day-care institute for physically and mentally heavily handicapped children were
analytically summarized to clarify its significance.
Result and Discussion :
1 . As a result of the analysis of the aim and the activity plan for the practice set up by the
students themselves, the following three characteristics were noticed.
I ) The students' activity plan to learn the specific ways to deal with autistic children
directly from the model shown by the care specialist at the institute.
2 ) The aim of practice set up to apply SOUL as the basic attitude of an adult when
dealing with children and INREAL communicatlon.
3 ) The aim and activity plan for the practice with the intention of grasping the
symptoms and caring needs peculiar to autistic children.
2. Persona-1 relationship of the students and the children over the two days was examined
through the analysis of the students' commnet on the practice and reconstruction of its
context.
1) The first day i the relationship at the level of exchanging smile and getting to know
the inside of the children through INREAL communication.
2) The second day ; knowing the inside of the children bv INREAL, affection and
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wish to support grew out of it, and the relation turned into the mutual dependence
supported by love. This love and wish to support helped them to assume the
mothers'determined acceptance of the handicap, which then lead to understand the
stronger mutual reliance among the family. Thus the students'relationship with
the children reached the level of their wishing to continue the role of student staff
to support and enhance their comfort.
